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平和の詩「生きる」

八幡浜市教育委員会教育長 井 上 靖

６月23日(土)正午過ぎ、沖縄では太平洋戦争末期

の沖縄戦の犠牲者を悼む「慰霊の日」を迎え、平和

への祈りを込めた追悼式が行われた。沖縄戦では、

激しい地上戦のなかで県民の４人に１人が亡くなっ

たと言われている。

追悼式のもようをテレビで見ながら、食事の箸が

止まったのは、浦添市立港川中学３年の相良倫子さ

んが、平和の詩「生きる」を朗読したときだった。

自作の詩である「生きる」は、94歳の曾祖母から聞いた体験談をもとに書

かれていた。そして、彼女自身が平和学習で見聞きした写真や映像から想像

を巡らせて生まれた。

６分半にわたる、真っすぐで、力強い声での暗唱に、私は圧倒され、思わ

ず目頭を押さえた。詩は最後にこう結ばれていた。

「私は、今を生きている。みんなと一緒に。そして、これからも生きてい

く、一日一日を大切に。平和を想って、平和を祈って。なぜなら、未来は、

この瞬間の延長線上にあるからだ。つまり、未来は、今なんだ。」

翌日の愛媛新聞の「地軸」も、このことを取り上げていた。

「戦争の記憶の風化が言われて久しい。相良倫子さんのような想像力がこ

れまで以上に試されている。京都大の松沢哲郎特別教授はかつて講演で、チ

ンパンジーの知性を探る研究を通じ、想像力が人間に備わる特別な能力であ

ると分かったと語っていた。『思いやり、分かち合い、慈しむことができるの

はすごいことだ』」（一部抜粋）

最大の差別である戦争を二度と起こしてはならない。とともに、私たちは、

人と人との関わりの中で生きている。目の前にいる友達が、同僚が、家族が、

教え子が「今日も一日がんばろうと思う」 そんな言葉や行動がとれる

人になりたいと思う。相良さんのような想像力を働かせて・・・。

教育支援室文庫紹介

子どもが成長して、不要になった

図書を寄附していただきました。早

速、教育支援室に文庫を設けました。

「どんな本があるのか見てみたい」

「読んでみたいな」と思われる方、

お気軽に教育支援室までお越しくだ

さい。

無料で貸出します。

平成30年度第１回八幡浜市いじめ対策委員会を６月
26日(火)に市役所保内庁舎で開催いたしました。
まず、各ブロックから本年度の取組内容（裏面参照）
について報告がありました。あいさつ運動や子育て教
室の開催、地域独自の活動など、どのブロックも充実
した活動が行われていることを感じました。そして、
本年度の活動方針を決定し、いじめ対策委員会18の提
言やスマートフォンやゲーム機等の安全・安心な利用
のための提言について確認しました。
今後とも、地域をあげて、子どもたちの健全育成の
ためにご協力、ご支援をよろしくお願いいたします。

今年度の活動方針(活動の方向)

〇 「あいさつ運動」を継続し、いじめ根絶をめざす
活動を行う。また、子どもの安全を確保し、児童虐
待防止に努める。
〇 家庭教育の充実を図り、子どもに、責任感、自立
心、忍耐力を育てる。
〇 「スマートフォンやゲーム機等の安全・安心な利用
のための提言」を共通認識とし、各家庭で取り組む。

〇 昨年度に引き続き、「きりんカフェ」（登校しづら
いお子さんをもつ保護者の会）を開催する。
〇 心のふれあいを深める地域独自の活動を進める。
〇 集団生活を通して、よりよい人間関係づくりに努
める。
〇 安全確保に努める。（危機管理の徹底）
〇 今年度は「八幡浜市いじめ対策講演会」を開催
する。（6/26開催）

第１回八幡浜市いじめ対策委員会開催

広報「やわたはま 」

地域の子どもは
地域の手で

各校区で、地域の方々

とのふれあいを大切にし

ながら実施される地域色

豊かな活動を、次の順に

紹介します。

９月 日 土 小

１０月 宮 内 小

１１月 千 丈 小

１２月 喜須来小

１月 真 穴 小

２月 川之石小

３月 保 内 中

お楽しみに！

あいさつの 声こだまする やわたはまあいさつの 声こだまする やわたはま

スマートフォンやゲーム機等の
安全・安心な利用のための提言

提言１ 午後９時以降は使わない。

提言２ 正しい使い方を知り、正しい行動をする。

【重点取組事項】

○ 午後９時以降は使わない。
○ 必ずフィルタリングを設定する。
○ 家庭のルールを作る。

「平成30年度特別支援教育サマーセミナー」のご案内

愛媛県教育委員会では、特別支援教育に

対する社会一般の理解を深めるとともに、

子ども一人一人の教育的ニーズに応じた適

切な指導及び支援を実現するために、本セ

ミナーを開催しています。

本セミナーでは、啓発ビデオ上映の後、

発達障がいへの正しい理解を求めて活動されている 堀内祐子

さんの講演が予定されています。堀内さんは、東京都町田市

在住、発達障がい（アスペルガー症候群、ＡＤＨＤ、ＬＤ）

のある４人のお子さんの母親で、ご自身の子育ての経験をも

とに、発達障がいのある子どもの理解や関わり方について、

また、自立と社会参加のために何が必要なのか等について、

具体的にお話していただきます。

参加を希望されます方は、教育支援室（☎２１－６８６４）

まで、電話でお申し込みください。

◇ 日時 平成３０年８月２０日（月）13:00～16:00

◇ 会場 五十崎自治センター 共生館ホール

◇ 申込締切 ８月８日（水）



平成３０年度 八幡浜市いじめ対策委員の紹介

〔会長〕木下 惠介（市公民館連絡協議会会長） 〔副会長〕松井 成樹（市ＰＴＡ連合会会長）

河野 裕保（市議会民生文教委員会委員長） 佐々木弘子（市Ｐ連合会女性代表） 山内 徹（人権擁護委員代表）

矢野 重典（警察署生活安全課長） 佐藤 栄二（警察署保内交番所長） 山下 忠重（市青少年補導員会会長）

佐藤二二男（市社会教育委員会委員長） 宇都宮千夏（ﾁﾖﾀﾞｸﾘﾆｯｸ臨床心理士） 甲野 正人（市小・中学校長会会長）

中村 明雄（市生徒指導部会部長） 菊池 洋子（市主任児童委員）

勝川 紘史（愛宕ブロック子育ての会会長） 岡本 正洋（八代ブロック子ども育成会会長）

下川 清明（松柏ブロック子育て推進の会会長） 松浦 有毅（真穴の子どもを育てる会会長）

兵頭雄一郎（保内ブロック子ども育成会会長）

井上 靖（市教育委員会教育長） 塩見 孝（学校教育課教育指導主幹） 菊池 敏秀（学校教育課長）

小野 嘉彦（生涯学習課長） 藤原 賢一（人権啓発課長） 菊池 太（学校教育課指導主事）

〔事務局〕二宮あさみ（学校教育指導員） 二宮 一成（教育相談員） 西宮 勉（学校教育指導員）

平成３０年度 各ブロックいじめ対策委員会の活動

ブロック名 あ い さ つ 子育て教室等 地域（独自）の活動 広 報活 動 その他（安全）

愛宕ブロック あいさつ運動 子育てシンポジウムの 地域行事への参加 チーム白浜

子育ての会
保護者、小中の連携 開催 家庭内対話の充実 まもり育てる日の活

動（年4回）

八代ブロック
あいさつこだま運動 情報交換の充実 各地域活動への積極的参加 啓発新聞の発行 見守り活動

子ども育成会
（毎月20日） 学期ごとの定例会の実 ふれあい交流会(公民館) まもり育てる日の活
あいさつこだま啓発旗の活用 施（年3回） 登下校時の交通安全の推進 動（年3回）

松柏ブロック
あいさつふれあい活動 ふれあいいきいき講座 ふれあいクリーン作戦 「あおぞら通信」 見守り隊

子育て推進の会
（毎月1回） （人権教育協議会と共 （1月６日） の発行（7・3月） まもり育てる日の活

催で講演会を実施） 動（年3回）

真穴の子どもを
さわやかあいさつ運動 親子ふれあい運動 (11月） 地引き網交流会（6/16） 見守り隊

育てる会
（6月から20日前後の4 小：お手伝い月間 海浜清掃（7/20） まもり育てる日の活
日間/8･12月を除く） 中：お手伝い週間 動(年3回)

保内ブロック
あいさつ運動 健全育成にかかわる情 各地区をきれいにする運動 広報紙の発行 見守り隊

子ども育成会
6月～2月（毎月20日） 報交換の充実 （各地区で6・10月実施） （12月） まもり育てる日の活

動（年3回）

ひとりで悩んでいませんか？ お気軽にご相談ください。

☆ 電話相談・来室相談（八幡浜市教育委員会教育支援室） ☆ 警察安全相談（八幡浜警察署）
☎ ０８９４-２１-６８６４ 月～金 8:30～17:00 ☎ ０８９４-２２-０１１０ 24時間受付

☆ いじめ110番（八幡浜市教育委員会教育支援室） ☆ こどもの人権110番（法務局）
☎ ０１２０-８０５-４１５ 月～金 8:30～17:00 ☎ ０１２０-００７-１１０ 月～金 8:30～17:15

☆ いじめ相談ダイヤル２４（愛媛県教育委員会） ☆ 児童相談所全国共通ダイヤル（厚生労働省）
☎ ０１２０-０-７８３１０ 24時間受付 ☎ １８９（いちはやく）児童虐待通報電話 24時間受付

八幡浜市いじめ対策講演会 〇 子どもが携帯を

『ネット空間化する生徒指導問題』 持つようになった

～不登校やいじめの視点から～
時、正しい使い方
を一緒に考えたい

６月26日(火)午後３時より、保内庁舎大会議室において、愛媛大 と思いました。言
学大学院教育学研究科教授「白松 賢先生」を講師にお迎えし、標 葉遣いなど、子ど
記の講演会を開催しました。市いじめ対策委員をはじめとして、ブ ものよい手本とな
ロックいじめ対策委員、各小・中学校の保護者、教職員など約80名 る親にならなけれ
が参加し研修を深めました。 ばならないと思い
参加者の感想を紹介します。。 ました。今回とて

も勉強になりまし
〇 ただただ身につまされるお話でした。自分の内面にある言葉に た。（保護者）
できなかった思いを先生に整理していただけました。特に、言葉 〇 教員と保護者の両方の立場で聴くことができました。大人と
の大切さ、親子の約束事、信じ合える組織はどのようにして創ら して、子どもが言える雰囲気づくりをしていきたいです。また、
れるのか。たくさん勉強できました。携帯やスマホは、自己コン 「うちはうち」ときちんと言える指導をしていきたいと思いま
トロールを育てることが大事だということが分かりました。白松 す。ありがとうございました。（教職員）
先生にはお礼を申し上げたいです。（市いじめ対策委員） 〇 とても分かりやすく、納得することばかりでした。小さなこ

〇 分かりやすく新しい視点で、大変参考になりました。5W1Hのノ とを大事に対処していきたいと思います。（教職員）
ート作り、大切だと思います。これからの自分の活動に活かして 〇 いじめの背景がよく分かりました。今後、子どもたちのトラ
いきたいと思います。（ブロックいじめ対策委員） ブルにどのように対処していけばよいのか、のヒントをたくさ

〇 親として参考になることが多く、これからの生活に活かしたい んいただきました。（教職員）
と思いました。また、幼稚園で働く者として、あたたかい集団づ 〇 子どもの苦痛には全力で向き合う、細やかなことにすぐに対
くりをすることの大切さを改めて感じました。子どもたちがすく 応するということを学べたように思います。子どもの笑顔のた
すくと成長するよう、私たちもがんばりたいです。（保護者） めにもがんばっていきたいです。（教職員）


